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AO・᥎⸀入試を見ᤣえた文系パフォー࣐ンス評価 
――パフォー࣐ンス課題「ᮍ᮶の時間割」の実㊶とࢥミࣗニࢣーション力の評価のศᯒ―― 

 
中ษ ṇே，ᶫ本 ᗣᘯ（⚟井大学㸧，ᐑୗ ఀྜྷ（୕重大学㸧，大ஂಖ ㈉（⚟井大学㸧 

 
本研究は，文系のパフォー࣐ンス評価を国立大学の AO・᥎⸀入試に活用してỗ用的な選抜・評価方

法の☜立を目ᣦす実ド的研究で࠶る。高ᰯ⏕のグループ࣡ーࢡによるパフォー࣐ンス課題「2050 ᖺの

ᮍ᮶の時間割」をᑟ入したᤵ業を開発し，そこで 定さࢀる情報཰㞟力・高次のᛮ考力・ࢥミࣗニࢣ

ーション力のᵓ成要⣲とその評価つ‽を♧した。そして，ᤵ業中の高ᰯ⏕の活動がࢥミࣗニࢣーショ

ン力の評価基‽（ルーࣈリッࢡで提♧㸧に基࡙いて評価さࢀた。ᤵ業後，評価者によࡾ 定方法とル

ーࣈリッࢡが評価さࢀ，報告者が評価結果をศᯒしたとこ࠶，ࢁる⛬度の信㢗性とጇᙜ性が᳨ドさࢀ

たᵓ成要⣲と，෌᳨ウが必要なᵓ成要⣲が明らかになࡗた。 
 
� ᮏ◊✲ࡢ┠ⓗ࡜⫼ᬒ 
本研究は国立大学におけるAO・᥎⸀入試をᛕ㢌に

⨨いた実㊶研究で࠶る。㏆代大学の創タ者フン࣎ルト

の⌮ᛕ「文系ࢮミナール教育（⌮系は実㦂ᐊ教育㸧」

(₻木, 2004)に基࡙2017ࡃᖺ度の研究（中ษ࡯か, 
2018㸧の཯省に立ࡗて，新たな実㊶を試みる。 
��� ᮏ◊✲ࡢ┠ⓗ࡜᪉ἲ 
本研究は，文系ศ㔝のグループ࣡ーࢡにおけるࢥミ

ࣗニࢣーション力の評価のࡾ࠶方を᳨ド・ศᯒ・考ᐹ

することを目的とする。 
この目的を遂行するに࠶たࡾ，以ୗの研究方法をと

る。(１) 文系ศ㔝の多ᵝな能力を育成・ 定・評価

するパフォー࣐ンス課題を開発する。(２)パフォー࣐

ンス課題として出題・㉁ၥさࢀ，そこで 定さࢀる能

力を「情報཰㞟力」と「高次のᛮ考力」と「ࢥミࣗニ

らのᵓ㐀とᵓ成要⣲，およࢀーション力」とし，そࢣ

らのᵓ成要⣲を 定ࢀ評価つ‽を明♧する。(㸱)そࡧ

するሙ面をパフォー࣐ンス課題の遂行ሙ面に位⨨࡙け，

 定の出題事例を提♧する。(㸲)ࢥミࣗニࢣーション

力のྛᵓ成要⣲の᥇Ⅼ方法・᥇Ⅼ基‽を評価基‽とし

てルーࣈリッࢡに♧す。(㸳)ࢥミࣗニࢣーション力の

ྛᵓ成要⣲を，パフォー࣐ンス評価をᢸᙜする高ᰯと

大学の教ဨが評価する。(㸴)ࢥミࣗニࢣーション力の

評価ᢸᙜ者のព見等をཧ↷し，ࢥミࣗニࢣーション力

のྛᵓ成要⣲の評価の信㢗性とጇᙜ性を᳨ド・ศᯒ・

考ᐹして，今後の課題を♧す。 
 

��� ᮏ◊✲ࡢ⫼ᬒ࡜⤒⦋ 
こࢀまで高ᰯഃの大学㐍学ᣦᑟの中᰾はセンター試

㦂対⟇でࡗ࠶た（㇂ཱྀ・山ཱྀ⦅, 2011㸧。高ᰯഃはබ

開さࢀたセンター試㦂のၥ題とゎ⟅を容᫆に入ᡭし，

㐣ཤၥをじྫྷࡾࡃࡗ࿡して出題さࢀる知識やᢏ能に的

を⤠ࡾ，大㔞の⏕ᚐを⏬୍的に能⋡よࡃᣦᑟしてきた。

こࢀに対し，多面的・総合的選抜法をとる国立大学の

AO・᥎⸀入試対⟇には஧の㊊を㋃ࢇできた。その⌮

⏤はເ㞟ேဨのᑡなさにᖐ結するものではない。その

受㦂対⟇の㞴しさにも㉳ᅉしている。そࢀは，そこで

 定さࢀる知識が，M.࢙࢘ーࣂーの⌮ᛕᆺ（現実か

らᢳ象さࢀて出てࡃるࣔࢹル㸧のዴࡃ学⩦の㐍行にᛂ

じて認識・⌮ゎが῝まる高次のᴫᛕ的知識でࡾ࠶，そ

の修ᚓには高度なᢏ能とᣦᑟを必要とする。そして，

そこで 定さࢀる多ᵝな能力（ᛮ考力・ุ᩿力・⾲現

力等㸧の育成にかなࡾの学⩦ᣦᑟが必要ࡔからで࠶る。

その上，多ᵝな能力のᵓ成要⣲や 定・評価方法等の

大༙が㠀බ開でࣈラッ࣎ࢡッࢡスの中に࠶るため，高

ᰯഃは㐣ཤに受㦂者がいたሙ合のᩘᑡない情報か，ண

ഛᰯの提供する部ศ的情報に౫Ꮡしながら，国立大学

ẖにᑡᩘの⏕ᚐを，ᬯ中ᶍ⣴的に㠀能⋡的にᣦᑟせࡊ

るをᚓなかࡗたことにも␃ពす࡭きで࠶ると考える。 
こうした中で，㏆ᖺ，高大接続改革の動きがຍ㏿さ

・で，国立大学でもAOࢇセンター試㦂改革と୪，ࢀ

᥎⸀入試のᣑ大が㐍行している。こࢀは， AO・᥎

⸀入試を౑ࡗて21世⣖にࡩさࢃしい多ᵝな能力をᣢ

ると考える。その実現࠶ャンスでࢳ学⏕を選抜するࡘ

ためには，大学ഃがAO・᥎⸀入試のࣈラッ࣎ࢡッࢡ

スを࠶る⛬度開ᨺし，高大接続に㈨する多ᵝな能力と

そのᵓ成要⣲，およࡧその 定・評価方法を♧すこと

にព⩏が࠶るのではなかࢁうか。そࢀによࡾ，高ᰯഃ

はAO・᥎⸀入試対⟇を本᱁化させ，そこで 定さࢀ

る高次のᴫᛕ的知識や，ᛮ考力・ุ᩿力・⾲現力等の

学⩦ᣦᑟに向かい᫆ࡃなると考えらࢀるからで࠶る。

すなࡕࢃ，高ᰯഃのᬑẁのᤵ業でAO・᥎⸀入試がព

������
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識さࢀ，その入試対⟇をྵめて高ᰯで多ᵝな能力を育

成する教育⎔ቃがᩚഛし᫆ࡃなࡾ，ᘬいては高大接続

機能のᙉ化にᐤ୚するようになることがᮇᚅさࢀると

考える。本研究はその୍ຓになることを目ᣦしている。 
本研究の≺いはアメリカでAP(Advanced 

Placement)プログラムが果たしている機能とྠじも

ので࠶ると考える。AP試㦂の試㦂ၥ題とそのゎ⟅お

よࡧ᥇Ⅼ基‽はࢿット上にබ開さࢀ（ㄽ㏙部のみで，

多⫥選ᢥ部は㠀බ開㸧，教ᖌも受㦂⏕もᶍ⠊ゎ⟅や᥇

Ⅼ基‽等を⮬⏤に㜀ぴできる。また，୺ദ者の

College Boardはその㜀ぴをዡບしておࡾ，そࢀが

AP科目のᤵ業に活用さࢀるようにᑟいている１)。 
 

��� ᮏ◊✲ࡢពᅗ㸸㧗኱᥋⥆ᶵ⬟ࡢᙉ໬ 
本研究のពᅗは２࠶ࡘる。その➨１は，本研究を

「大学教育のཎⅬ」からಠ▔した上で高大接続のሙに

位⨨࡙けることによࡾ，研究成果を学部や௚大学とඹ

有し᫆ࡃすることで࠶る。そࢀは，本研究を㏆代大学

の創タ者フン࣎ルトの⌮ᛕに基࡙ࡃ「文系ࢮミナール

教育（⌮系は実㦂ᐊ教育㸧」（₻木, 2004㸧に位⨨࡙

けることで࠶る。こࢀによࡾ，本研究の高ᰯ⏕のࢮミ

ナール体㦂は，大学で必要な高度の能力を育成する高

大接続のሙになると考える。そうすࡤࢀ，ここで高い

評価をᚓた⏕ᚐには，入学試㦂の合᱁と大学入学後の

活㌍がᮇᚅさࢀることになる（本研究のパフォー࣐ン

ス評価のጇᙜ性と信㢗性が高いと௬定したሙ合㸧。 
➨２のពᅗは，2017ᖺ度の研究成果（中ษ࡯か, 

2018㸧に対する評価者（高ᰯと大学の教ဨ㸧の提ゝ

に対し，以ୗの㸱Ⅼの修ṇ⟇を提♧することで࠶る。

(１)๓回のパフォー࣐ンス課題は歴史Ⰽが⃰すࡂて文

系の能力 定とはゝい㞴いというᢈ評に対し，新たに

ᖜᗈいパフォー࣐ンス課題をタ定する。(２)๓回はᛮ

考力を」ᩘのሙ面で評価した結果，たとえࡤ創㐀力の

ሙ合，最ึのグループ࣡ーࢡでは発ゝが見らࡎࢀ 定

୙能ࡗࡔた受講者が，最後のプࣞࢮンテーション直๓

のグループ࣡ーࢡの最終ᒁ面に⮳ࡗてูேのように創

㐀力ࢀࡩ࠶る発ゝがࡗ࠶た。この２ሙ面の創㐀力を対

等に評価してⰋいのか，というᣦ᦬に対し修ṇ⟇を提

♧する。(㸱)，(２)に関連して，グループ࣡ーࢡをศ

ᯒ対象としてᛮ考力を 定することのᅔ㞴さというᣦ

᦬，およࡧグループ࣡ーࢡにおけるᛮ考力の 定その

ものに対するྍྰのᣦ᦬に対して修ṇ⟇を提♧する。 
 
 ᵓᡂせ⣲ࡢຊ⬟ࡿࡍᐃ ࡜ㄢ㢟ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ �
 㛤Ⓨࡢㄢ㢟ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ ���

2017ᖺの課題タ定が歴史的೫重（1930ᖺ代ド࢖

るというᢈุに⟅え，文系඲⯡をど㔝に本研࠶㸧でࢶ

究がタ定した多ᵝな能力を育成・ 定・評価する新た

なパフォー࣐ンス課題は「2050ᖺのᮍ᮶の中学ᰯの

カリキࣗラムのస成」で࠶る。2050ᖺは，およそ30 
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ᖺ後に現ᅾ高ᰯ⏕の受講者が40代後༙となࡾ，⮬㌟

が中学・高ᰯ⏕のಖㆤ者という᝿定で子࡝もたࡕのカ

リキࣗラムを考えるという，₍↛としたᮍ᮶を出᮶る

，た。またࢀけ㌟㏆にᘬきᐤせる時代としてタ定さࡔ

中学ᰯのカリキࣗラムをྲྀࡾ上ࡆたのは，඲受講者が

等しࡃ受けてきたというそのඹ通性の高さで࠶る。さ

らに，ㄡにとࡗてもᮍ知ᩘのᮍ᮶ࡺえ，カリキࣗラム

のస成には報告者の提♧する㈨ᩱを活用せࡊるをᚓな

いというඹ通性も࠶る。こࢀらのඹ通性の高さは，▷

ᮇỴᡓのパフォー࣐ンス評価の評価つ‽を࠶る⛬度⤠

た㈨ᩱを元に情ࢀする。受講者は，୚えらࡃ㎸み᫆ࡾ

報をᩚ⌮・ศᯒ・考ᐹし，グループ࣡ーࢡを通してカ

リキࣗラムをస成するࢮミナール活動を体㦂する。 
このパフォー࣐ンス課題の開発には「㏫向きタィ」

ㄽをཧ↷した（西岡・⏣中⦅, 2009㸧。まࡎ，パフォ

ー࣐ンス課題の中᰾にかかࢃる「本㉁的なၥい」は，

「♫会的⫼ᬒや学⩦ᣦᑟ要㡿は学ᰯのカリキࣗラムに

に対ᛂするࢀそ，ࡾ࠶すか㸽」でࡰなᙳ㡪をཬࢇ࡝

「Ọ続的⌮ゎ」は「♫会的⫼ᬒや学⩦ᣦᑟ要㡿は，カ

リキࣗラムにおいて教科のᏑᅾព⩏やその実施時間ᩘ

およࡧその教育内容にᙳ㡪をཬࡰす」とタ定した。そ

こで，報告者は2050ᖺのᮍ᮶の♫会≧ἣをグす文⊩

㈨ᩱと，学⩦ᣦᑟ要㡿の㦵組みを♧す㈨ᩱを‽ഛした。 
次に，受講者のᢸう役割（Role㸧は，2050ᖺのᮍ

᮶の文科省（カリキࣗラムస成者㸧でࡾ࠶，この役割

の┦ᡭ（Audience㸧は，2050ᖺの受講者たࡕの子供

世代で࠶る。そして，最終的に⏕み出す࡭きసရ・実

₇（Product, Performance㸧は，2050ᖺのᮍ᮶の中

学ᰯのカリキࣗラムとᤵ業内容およࡧそࢀらのタ定⌮

⏤で࠶る。その評価のほⅬ（Standards and criteria 
for success㸧は，提出課題とグループ࣡ーࢡおよࡧプ

ンテーション活動を評価対象とするもので，「情ࢮࣞ

報཰㞟力」と「高次のᛮ考力」およࢥ」ࡧミࣗニࢣー

ション力」で࠶る。 
 

 ᵓᡂせ⣲ࡢຊ⬟ࡿࡍホ౯࡛ ᐃࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ ���
2017ᖺの実㊶において，ᛮ考力を」ᩘのሙ面で 

定したࡾグループ࣡ーࢡ時に 定したࡾするၥ題Ⅼが

ᣦ᦬さࢀたことに対し，まࡎ，ᛮ考力とࢥミࣗニࢣー

ション力の 定ሙ面をศูし，ᛮ考力は⣬࣋ースの提

出≀を対象に 定し，ࢥミࣗニࢣーション力はグルー

プ࣡ーࢡとプࣞࢮンテーションのሙ面に㝈定する。 
次に，ᛮ考力が 定さࢀるሙ面をパフォー࣐ンス課

題の㐍行にᙜてはめ（⾲２ཧ↷㸧，時系ิにἢࡗてప

次から高次のᵓ成要⣲に⛣行させる。その๓༙部は୺

として情報཰㞟（㈨ᩱの⌮ゎ，適用㸧にかかࡾࢃ，後

༙部は最終カリキࣗラムのస成に必要なศᯒ・評価・

創㐀にかかࢃる高次のᛮ考力にศูさࢀる。以上よࡾ

 定する能力を「情報཰㞟力」と「高次のᛮ考力」と

 。に大ูするࡘの㸱「ーション力ࢣミࣗニࢥ」
 ‽ホ౯つ࡜ᵓᡂせ⣲ࡢ᝟ሗ཰㞟ຊࠖࠕ �����
情報཰㞟力のᵓ㐀とᵓ成要⣲のタ定には，アンࢲー

 ,ミーをཧ↷し(Andersonࣀࢯンらの改ゞ∧タキࢯ
2001)，以ୗのAからCに向かࡗて高次になるᵓ㐀

をとる㸱個のᵓ成要⣲をタ定した。以ୗ，ྛᵓ成要⣲

とルーࣈリッࢡにおけるその評価つ‽（ఱを学⩦する

か㸧をグす。 
A.᝿㉳力㸸事実的知識を認識し᝿㉳する能力。 
B.⌮ゎ力㸸事๓課題の㈨ᩱの㊃᪨を要⣙する能力。 
C.適用力㸸ㅖ㈨ᩱ（文⊩やᙜ日のゎㄝ㸧をᘬ用して，

そࢀを᰿ᣐに⮬ᕫの見ゎをゎㄝ・᳨ドする能力。 
以上の㸱ࡘのᵓ成要⣲は，学ᰯ教育法➨30᮲に♧

さࢀた学力の୕要⣲の「基♏的・基本的な知識・ᢏ

能」に対ᛂすると考える。 
 ‽ホ౯つ࡜ᵓᡂせ⣲ࡢᛮ考ຊࠖࡢ㧗ḟࠕ �����
高次のᛮ考力のᵓ成要⣲は，改ゞ∧タキࣀࢯミーを

ཧ↷し，D から F に向かࡗて高次になるᵓ㐀をとる。 
D.ศᯒ力㸸2050ᖺの学⩦ᣦᑟ要㡿の㊃᪨とカリキࣗ

ラムの関ಀ（ᙉᙅ，㸩－等㸧をᵓ㐀化する能力。 
E.評価力㸸㈨ᩱに基࡙いてᮍ᮶のカリキࣗラムのプラ

ス面と࢖࣐ナス面に␃ពし，ุ᩿をୗす能力。 
F.創㐀力㸸新たなカリキࣗラムを⏕み出したࡾ，その

タィプランをィ⏬したࡾするな࡝，よࡾໟᣓ的な教

育システムをసࡾ出す能力。 
以上の㸱ࡘのᵓ成要⣲は学ᰯ教育法➨30᮲に♧さ

 。た学力の୕要⣲の「ᛮ考力・ุ᩿力」に対ᛂするࢀ
 ‽ホ౯つ࡜ຊࠖᵓᡂせ⣲ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕ �����
ーション力のᵓ成要⣲はඛ行研究においࢣミࣗニࢥ

てᵝ々な見ゎが見らࢀるため」ᩘの文⊩をཧ↷し（ᮎ

か㸧，報告者が⊂⮬に以ୗのG㹼࡯ ;2003 ,⏣⚟・⏣

Lの㸴Ⅼをタ定する（評価つ‽とඹにグす㸧。また，

ྛ評価基‽（学⩦฿㐩のࣞ࣋ル㸧を⾲１に♧す。G㹼

Jの㸲能力はグループ࣡ーࢡ時に 定さࢀる。KとL
はグループูプࣞࢮンテーション時に 定さࢀる⾲現

力で，発⾲者のヰ⾡と内容ఏ㐩の஧面をタ定した。 
G.┦஫⌮ゎ力㸸௚者のព見に⪥をഴけて合⌮的な⌮

ゎ・ุ᩿をୗしたࡾ，ඹ感したࡾする能力。 
H.ఏ㐩ᕤኵ力㸸௚者のព見に対しㄽ⌮的な㉁ၥをした

 。する能力ࡾศの考えをఏえるᕤኵをした⮬ࡾ
I.ඹྠ創స力㸸௚者とඹྠして୍ࡘの研究成果をまと

め，᏶成させる能力で，以ୗの㸲ほⅬでᵓ成。ձメ

ンࣂーにᩗពをᡶい♩൤ṇしࡃ᣺る⯙う。ղ明る 

"0ɾਪનೖࢼΛݟਾ͑ͨจܥύϑΥʔϚンεධՁ
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いヰし方な࡝で๓向きなጼໃをఏえる。ճメンࣂー

の能力を信㢗し課題㐩成の☜信をఏえてやるẼを高

める。մメンࣂーをᡭຓけしたࡾບましたࡾする。 
J.㐍行調ᩚ力㸸メンࣂーからព見をうまࡃᘬき出し，

最終的な合ពをᑟࡃフ࢓シリテーションにかかࢃる

能力で，以ୗの㸲ほⅬでᵓ成。ձព見やアࢹ࢖アを

出しやすいムードసࡾをする。ղព見や議ㄽをまと

めて合ពᙧ成を促す。ճ議ㄽす࡭き内容࡬ㄏᑟする。

մヰし合いの合⌮性を高める。 
K.⾲現力ձ㸸プࣞࢮンテーション時に，ヰ⾡（ጼ

ໃ・ኌの⾲現等㸧を㥑౑し，メッセージを⫈衆にఏ

㐩できる能力。 
L.⾲現力ղ㸸プࣞࢮンテーション時において，発⾲者

が中ᚰ的なメッセージを⫈衆にఏ㐩する能力。 
 
 ホ౯࡜ㄢ㢟ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ �
 ⾲２で，2017ᖺ12᭶16日に実施したパフォー࣐

ンス評価の日⛬と，そࢀࡒࢀの評価ሙ面で 定さࢀた

能力のᵓ成要⣲を♧す。なお，情報཰㞟力と高次のᛮ

考力はᙜ日提出さࢀた事๓課題と提出課題࣏ࣞートを

対象に，後日報告者が評価した。 
 
 ホ౯ሙ㠃࡜㊶ᐇࡢㄢ㢟ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ ���
������ྲཱྀ ㅮ⪅ࡢເ㞟࡜஦๓ㄢ㢟ࡢᥦฟ 

パフォー࣐ンス課題にྲྀࡾ組ࡴ高ᰯ⏕と評価ᢸᙜの

高ᰯ教ဨを⚟井┴内の高ᰯからເ㞟したとこࢁ，㸷ᰯ

から57名（１ᖺ23名，２ᖺ32名，㸱ᖺ㸳名㸧の高

ᰯ⏕と㸵名の教ဨがཧຍした。評価者は大学から㸳名

がຍࡾࢃ඲部で12名となࡗた。 

ᛂເした高ᰯ⏕に

は，実施日の１か᭶

๓に『ᮍ᮶の学ᰯ࡙

に関する調査研ࡾࡃ

究報告書』（国立教

育ᨻ⟇研究ᡤ, 
2013㸧から抜⢋し

た㈨ᩱ（඲14ペー

ジ㸧を㓄ᕸし，その要⣙を課した࣏ࣞートをྠᑒした。 
 ホ౯ሙ㠃ࡢࡑ࡜㊶ᐇࡢㄢ㢟ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ ������
以ୗ，⾲２の日⛬㡰に活動内容をᴫほする。 
受௜では，事๓課題࣏ࣞートが回཰さࢀ，後日報告

者が「⌮ゎ力」を㸲ẁ㝵で評価した。 
講⩏では，報告者が受講者の中学ᰯ時代とその๓の

，時代の学⩦ᣦᑟ要㡿をẚ㍑した上で「⩦学ࡾとࡺ」

パフォー࣐ンス課題「2050ᖺのᮍ᮶のカリキࣗラム

⾲のస成」を提♧した。そして，2050ᖺの改ゞの⫼

ᬒとなる2050ᖺの♫会≧ἣと学⩦ᣦᑟ要㡿改ゞの基

本⌮ᛕにࡘいて，「日本஺通ィ⏬༠会⮬୺研究会, 
2011」を元に報告者がまとめた࣏ࣞートをゎㄝした。 
 講⩏終஢後，このẁ㝵での2050ᖺのカリキࣗラム

⾲のస成がᣦ♧さࢀ，స成上の␃ពⅬが♧さࢀた。以

ୗの㸳Ⅼで࠶る。ձ講⩏内容（㓄ᕸࣀートに㈨ᩱとし

て提♧㸧と事๓学⩦課題の㈨ᩱを元に考ᐹ・స成する。

ղస成⌮⏤を合⌮的にグ㏙する。ճ現行カリキࣗラム

に対する教科の時間ᩘのቑῶや，մ教科の๐㝖・新教

科のᤄ入や，յ教科の内容やᤵ業方法な࡝のኚ᭦にࡘ

いて，その⌮⏤をグす。࣏ࣞートはそのሙで回཰さࢀ，

後日報告者が「適用力，ศᯒ力」を評価した。 
ート提出後，受講者は10グループ（㸳㹼㸴࣏ࣞ 

ே㸧にศかࢀ，グループࡈとにア࢖スࢡ࢖ࣞࣈの後，

༗後のグループ࣡ーࢡにഛえたព見な࡝が஺ࢃさࢀた。 
 ༗後のグループ࣡ーࢡձでは，最ึに，༗๓中にྛ

⮬がまとめたカ

リキࣗラム⾲を

⤂௓した後，グ

ループとして時

間割をస成して

いࡃ方㔪にࡘい

て，そࢀࡒࢀព

見を出し合うと

こࢁからጞめる

ことがᣦ♧さࢀ

た。ྛグループ

のテーࣈルには，
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15:20 䛆䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛇᪂䜾䝹䞊䝥䛷ᐇ᪋
⾲⌧ຊ䐟
⾲⌧ຊ䐠

16:10 䛆䜹䝸䜻䝳䝷䝮⾲䛾సᡂ䠄➨䠎ẁ㝵䠅䛇䠖ᥦ出
ホ౯ຊ
๰㐀ຊ

16:50 䛆㛢ㅮᘧ䛇

⾲2 䝟䝣䜷䞊䝬ン䝇ㄢ㢟䛾᪥⛬䛸ホ౯ሙ㠃

┦஫理ゎຊ
ఏ㐩ᕤኵຊ
ඹྠ๰సຊ
㐍⾜ㄪᩚຊ

������

େֶೖڀݚࢼδャʔφϧୈ��߸

㐿ᆎ
ᤨೞ

ౝޓޓޓޓޓޓኈ
࡚ࠪ࡯ࠤ࠾ࡘࡒࠦ
ജ㧦⹏ଔ⠪ࡦ

ႎ๔⠪
㧔ᓟᣣ㧕

ޠ࠻ࡦ࡝ࡊ੐೨⺖㗴ޟ㧦ឭ಴ޤฃઃޣ9:00 ℂ⸃ജ

ଔ⠪⚫੺⹏ߣᣣ⒟ޤ㐿⻠ᑼޣ9:30

↪の૶࠻ࡦࠗࡐ࡯ࡢࡄޤ⟵⻠ޣ9:45

10:35 ભᙑ

㧦ឭ಴ޤの૞ᚑ㧔╙㧝Ბ㓏㧕ࡓ࡜ࡘࠠ࡝ࠞޣ10:45
ㆡ↪ജ
ಽᨆജ

Ꮖ⚫੺⥄ޤࡦ࡚ࠪ࡯࠹ࡦࠛ࡝Ფのࠝࡊ࡯࡞ࠣޣ11:25

11:50 ᤤ㘩

12:50
ޤԘࠢ࡯ࡢࡊ࡯࡞ࠣޣ
で㧕ࠎ࿐ࠍ࠼࡯ࡏ表の૞ᚑ㧔ࡓ࡜ࡘࠠ࡝ࠞ

⋧੕ℂ⸃ജ
વ㆐Ꮏᄦജ
౒หഃ૞ജ
ㅴⴕ⺞ᢛജ

14:50
ޤԙࠢ࡯ࡢࡊ࡯࡞ࠣޣ
⊒表Ḱ஻࡞ࠨ࡯ࡂ࡝ߣ

15:30
ޤࡦ࡚ࠪ࡯࠹ࡦ࠯࡟ࡊޣ
ᣂࠣࡊ࡯࡞でታᣉ

表現ജԘ
表現ജԙ

㧦ឭ಴ޤ表の૞ᚑ㧔╙㧞Ბ㓏㧕ࡓ࡜ࡘࠠ࡝ࠞޣ16:10
⹏ଔജ
ഃㅧജ

ޤ㐽⻠ᑼޣ16:50
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ラム⾲の࣎ードが⨨かࢀ，౑用する教科の࣐ࢥを選定

して㈞ࡾ௜けながらヰし合いが㐍ࡔࢇ（新たな教科等

をࡃࡘるሙ合はⓑ⣬の࣐ࢥにグ入㸧。このሙ面から，

評価者による「┦஫⌮ゎ力，ఏ㐩ᕤኵ力，ඹྠ創స力，

㐍行調ᩚ力」の評価がጞまࡗた。そして，２時間後

のグループ࣡ーࢡղではグループ࣡ーࢡձでỴ定した

カリキࣗラムを，新グループで発⾲する‽ഛが行ࢀࢃ

た。 
受講者の発⾲時間を☜ಖし，か୍ࡘே୍ே評価さࢀ

るために，プࣞࢮンテーションは඲体ではなࡃ，஫い

に異なるグループから㞟まࡗた㸴ேの新グループ内で

個々に実施さࢀた。50ศのプࣞࢮンテーション内の

ྛ⮬ᣢࡕ時間は㸶ศ（ྵࡴ㉁␲ᛂ⟅㸱ศ㸧で，評価者

によࡾ「⾲現力ձ，⾲現力ղ」が評価さࢀた。 
 プࣞࢮン終஢後，ここまでの୍連の活動を元に最終

的にྛ⮬の2050ᖺのカリキࣗラム⾲をస成する課題

が出さࢀた（ᅗ２はその事例㸧。後日評価者は，この

 。ートを対象に「評価力，創㐀力」を評価した࣏ࣞ
 
��� ཷㅮ⪅ࡢឤ᝿࡜ホ౯⤖ᯝࡢ㏦௜ 
「教育のࡾ࠶方にࡘいて῝ࡃ考え，ᮍ᮶に対して⮬

ศなࡾに௬ㄝを立て，そࢀに向けて࡝うす࡭きか考え

ることで，教育の本㉁がᑡし見えてきた。」「今回は

᰿ᣐをもࡗてㄝ明することができなかࡗたので，෌ࢳ

ャࣞンジしてㄝᚓ力の࠶るㄝ明をしたい。」「今日学

 「。からの学⩦やᑗ᮶に活かしたいࢀことを，こࡔࢇ
受講者には，ᙜ日のࢥミࣗニࢣーション力の評価に

ຍえ，後日報告者が提出≀から評価した情報཰㞟力と

高次のᛮ考力の評価をຍえた修஢ド明書を㏦௜した。 
 
 ศᯒࡢホ౯ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ �
 ศᯒࡢ⪅ホ౯ࡿࡍᑐ࡟ホ౯࡜ㄢ㢟ࢫ࣐࣮࢛ࣥࣇࣃ���
まࡎ，パフォー࣐ンス課題にࡘいてのព見からグす。

༗๓中の講⩏では，カリキࣗラム⾲の見方とྛ教科の

時間ᩘ（༢位㸧のゎㄝが୙༑ศでࡾ࠶，グループ࣡ー

きこ࡭のẁ㝵で，ヰし合いのዎ機を୚えるࡾのጞまࢡ

とが提᱌さࢀた（現行カリキࣗラムをグ入させるか，

１ᖺ⏕のカリキࣗラムから㡰␒に考えさせるか，いࡃ

，るいは࠶，かのᛮ考パターンを♧して選ᢥさせるかࡘ

評価者のඛ⏕方のࣔࢹル᱌を提♧するか，等々㸧。  
次に，パフォー࣐ンス評価にࡘいては，⾲現力ձの

評価はしやすかࡗたというព見が多かࡗたが（㸵ே

/12 ே㸧，ඹྠ創స力と⾲現力ղの評価は㞴しࡃ（ඹ

に㸴ே/12 ே㸧，また，ึ対面のグループᵓ成に対す

るフ࢓シリテーターの必要性や，プࣞࢮンテーション

時の⫈ࡃែ度の 定の必要性な࡝がᣦ᦬さࢀた。 

 
 考ᐹ࡜ศᯒࡢホ౯ࡢຊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ ���
⾲㸱は，ࢥミࣗニࢣーション力のᵓ成要⣲ูに評価

者による評Ⅼの༨有⋡（㸲ẁ㝵㸧と評Ⅼᕪの度ᩘศᕸ

と評Ⅼのᖹᆒ್，さらに重み௜きȡಀᩘを♧したもの

で࠶る。᳨ド用のᢳ出ࢹータは，本᮶はランࢲムに

10㹼20㸣が必要で࠶る。しかし，今回は，受講者඲

ဨにྛ⮬の評価がグ入さࢀた修஢ド明書を㓄ᕸするた

めに，඲グループに評価者を㓄した結果，評価者２ே

の⌜は２⌜で11名でࡗ࠶た（඲10⌜，඲57名㸧。

よࡗて，ランࢲムではないが，この２グループの合ィ

11名が඲体の19㸣（11ே/57ே㸧になるため，この

２グループの評価を᳨ド用ࢹータに᥇用した。 
まࡎ，評定者間の信㢗性を「重み௜きȡಀᩘ」で᳨

ドしたい。ȡಀᩘは，実 ್とᮇᚅ್をẚ࡭ることに

よࡗて⟬出さࢀるもので，見かけ上の୍⮴（ほᐹ್㸧

からഅ↛による୍⮴（࿘㎶度ᩘからᮇᚅ್を౑ࡗてィ

⟬㸧をᕪしᘬいたものを౑ࡗてィ⟬さࢀる。ࡘまࡾ，

ᮇᚅさࢀる「最高の」അ↛によらない୍⮴を１とした

ときの，ほᐹからᚓらࢀたഅ↛によらない୍⮴の割合

で࠶る。ȡಀᩘは୍⯡的に「0.21ࠥ0.40」は「まࡎま

，の୍⮴」，「0.41㹼0.60」は「中等度の୍⮴」ࡎ

「0.61ࠥ0.80」は「かなࡾの୍⮴」とさࢀる。そして，

㡰ᗎᑻ度に用いるȡಀᩘのことを「重み௜きȡಀᩘ」

と࿧ࡧ，᏶඲に評価が୍⮴しているሙ合を１，最も評

価が㝸たࡗているሙ合を㸮とする重みをࡘけ，᏶඲に

評価が୍⮴しないࢣースも考៖して୍⮴度をィ⟬した

もので࠶る（⾲㸱は２次の重み௜け㸧。 
 重み௜きȡಀᩘの್は「┦஫⌮ゎ力」が「かなࡾの୍

⮴」で，「ఏ㐩ᕤኵ力」が「中等度の୍⮴」で࠶，ࡾ࠶

る⛬度信㢗性が☜認さࢀる。今後᳨ドを続けていきたい。

次いで，「⾲現力ձ」と「㐍行調ᩚ力」が「まࡎまࡎの

୍⮴」で࠶ることから，次回のプロジࢡ࢙トに向けて評

価基‽の改Ⰻが必要で࠶る。そして，「⾲現力ղ」は

るこ࠶し，「ඹྠ創స力」は୙୍⮴で「⮴かに୍ࡎࢃ」

とから評価つ‽と評価基‽の཮方の抜本的見直しが必要

で࠶る。以ୗ，その⌮⏤を考える。 
 ඹྠ創స力と㐍行調ᩚ力はඹに，評Ⅼᕪで「２ᕪ」ࡘ

⌮はカッパಀᩘのẚ㍑的高い┦஫ࢀる。こ࠶ースがࢣࡃ

ゎ力とఏ㐩ᕤኵ力には見らࢀない。また，その評価つ‽

では評価の㸲ほⅬがグ㏙さࢀ，そࢀを評価基‽に཯ᫎさ

せているⅬで୧者はඹ通している。この㸲ほⅬのグ㏙は

୍見合⌮的なように見えるが， 定している㸲ほⅬは

個々にᢳ象的でࡾ࠶，そࢀࡒࢀのほⅬが⊂立したᵓ成要

⣲で࠶るともみらࢀる。そのため，評価者の１ほⅬࡈと

の㏞いやุ᩿基‽のᚤጁな┦違が㸲ಸの開き（㸲ほⅬ㸧

"0ɾਪનೖࢼΛݟਾ͑ͨจܥύϑΥʔϚンεධՁ

������
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にᣑᙇさࢀ，その結果評価者の୍⮴度がୗがࡗたので

はないかと᥎ さࢀる。評価者からも評価しにࡃい㡯

目とさࢀている。以上よࡾ，୧ᵓ成要⣲の評価つ‽の

グ㏙を඲面的に見直し，評価者の信㢗性を高める文面

に改Ⰻしなけࡤࢀならない。 
⾲現力ղもカッパಀᩘがపいが，こࢀも評価者から評

価し㞴いとᣦ᦬さࢀたように，評価つ‽のグ㏙にၥ題が

 。る࠶改Ⰻする必要がࡃる。大きࢀると考えら࠶
次にጇᙜ性にࡘいて見る。┦஫⌮ゎ力とఏ㐩ᕤኵ力と

⾲現力ձのྛ評Ⅼの༨有⋡を見ると，評Ⅼ「１」に♧す

ような能力が発᥹さࢀない評価が見らࡎࢀ，評Ⅼ「２」

のやや能力が認めらࢀるẁ㝵が㸲ศの１で，「㸱」の࠶

る⛬度能力が認めらࢀるẁ㝵が༙ศ以上を༨め，「㸲」

の能力が発᥹さࢀているẁ㝵が㸳ศの１認めらࢀる。い

る୧ᴟ➃に೫らない山ᆺの，⌮᝿としたパターンをࡺࢃ

♧している。さらに，㸱者はඹに評Ⅼᕪの割合で㸮ᕪが

50㸣を㉸え，評Ⅼのᖹᆒ್がඹに2.9で࠶る。以上よࡾ，

こࢀらの㸱ࡘのᵓ成要⣲は報告者が受講者にᮇᚅした能

力を࠶る⛬度 定しているጇᙜ性が高いと考えらࢀる。 
こࢀに対し，㐍行調ᩚ力の評Ⅼはୗ位の「１」と

「２」が㐣༙ᩘを༨め，評Ⅼのᖹᆒ್も2.6までୗがࡗ

ている。㐍行調ᩚ力はグループ࣡ーࢡにおけるフ࢓シリ

テーター役をグループの඲ဨにᮇᚅしたものでࡗ࠶たが，

この能力のጇᙜ性はపいと考えらࢀる。さらに，⾲現力

ղの評Ⅼの度ᩘศᕸもୗ位の「２」にᴟ➃に೫ࡗておࡾ，

ᖹᆒ್もᴟめてపい（2.2㸧。以上の２ࡘの能力のጇᙜ

性にࡘいてはその評価つ‽と評価基‽にࡘいて෌᳨ウす

る必要が࠶ると考える。 
 

 ㄢ㢟ࡢ௒ᚋ࡜ࡵ࡜ࡲ 5
以上，本研究では国立大学文系学部のAO・᥎⸀入試

での活用を๓提に，2017ᖺ度の実㊶の཯省を㋃まえ，

よࡾỗ用性の高い「文系」パフォー࣐ンス課題を開発し，

そこで評価さࢀる能力を情報཰㞟力と高次のᛮ考力とࢥ

ミࣗニࢣーション力としてそのᵓ㐀とྛᵓ成要⣲・評

価つ‽を♧した。そして，「2050ᖺのᮍ᮶のカリキ

ࣗラム」を考えるグループ࣡ーࢡとプࣞࢮンテーショ

ンをศᯒ対象として，受講者のࢥミࣗニࢣーション力

が 定さࢀた。評価者によるศᯒ・評価にຍえ，ࢥミ

ࣗニࢣーション力のྛᵓ成要⣲の信㢗性とጇᙜ性を᳨

ドした結果，┦஫⌮ゎ力とఏ㐩ᕤኵ力と⾲現力ձには

たが，ඹྠ創సࢀる⛬度の信㢗性とጇᙜ性が☜認さ࠶

力と㐍行調ᩚ力と⾲現力ղにࡘいては評価つ‽と評価

基‽の見直しの必要性が明らかになࡗた。 
今後は，㝈らࢀた時間内で࡝のグループ࣡ーࢡも活

性化さࢀるようなフ࢓シリテートのࡾ࠶方を᳨ウする

必要が࠶る。そして，ࢥミࣗニࢣーション力の評価で

見ࡘかࡗた信㢗性とጇᙜ性のపいᵓ成要⣲にࡘいて，

ඹྠ創స力と㐍行調ᩚ力と⾲現力ղの評価つ‽・評価

基‽を෌考する必要が࠶る。パフォー࣐ンス課題の展

開もྵめて改Ⰻし，実㊶を✚み重ࡡていきたい。 
 
ὀ 
１㸧中ษは2011ᖺのAPᖺ次総会（サンフランシス

ースኟᮇ講ࢥ㸸㸵/20㹼㸵/23㸧とAP「世⏺史」ࢥ

⩦会（スタンフォード大学㸸㸵/24㹼㸵/29㸧にཧຍ

し，講₇や講⩦会のሙで☜認した。 
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